令和7年度　第2回大北障害保健福祉圏域自立支援協議会理事会

日時：令和8年3月26日（木）
時間：10:00～12:00
場所：大町公民館 2階 講堂
1、 開会
2、 自己紹介
3、 報告事項
（1） 令和7年度 大北圏域障害者相談支援業務の取組報告
　　　　・資料に基づき、大北圏域障害者総合支援センター 所長より報告。
出席者から特段の質問および意見は出されなかった。
4、 協議事項
（1） 自立支援協議会幹事会報告について
　・大北圏域障害福祉人材確保に向けた取り組み
　　　資料なし。小谷村住民福祉課長 鷲澤様より概要の説明がなされた。
　　　　　補足説明）
ホームページに掲載する情報について、特定の事業者を掲載することは、～（理由）によ
り危険なので、広域連合で掲載している情報をPDFで掲載することとした。
　・大北圏域障害福祉サービス等資格助成事業について
　　　資料に基づき、小谷村住民福祉課長 鷲澤様より概要の説明がなされた。
　　　　補足説明）
助成対象者に5年間の勤務継続という条件を加えるかという議論もあったが、意欲があるものを対象とするため、条件から除外した。また、交付申請書の宛名については、大北障害保健福祉圏域自立支援協議会事務局は大町市社会福祉協議会であることを強調するため、大町市社会福祉協議会を記載。自立支援協議会事務局交付決定通知書や変更承認通知書に、現会長名が記載されているが様式からは削除。
　　　質疑応答）
1 アンケート実施時は該当者がなかった。現在は、該当者がいるが申請可能か？
　　　　⇒事務局：アンケート回答により71万8千円の予算を確保。予算の範囲で執行したい。
　　　　　幹事会：幹事会で検討するので申請可能とする。
（2） 日中サービス支援型グループホームの評価について
　　　資料に基づき、大北圏域障害者総合支援センター 所長 松井より概要の説明がなされた。
　　　　　補足説明）
第6条 ３ 当該関係市町村等とは、市町村担当者、　？ 、基幹相談支援センター、
主任相談支援専門員 計4名）
※参加者より補足情報：GHは3類型あり、基本は昼間と分離されている。
障害者支援施設（入所施設）も昼夜分離し、施設入所と生活介護に分かれている。
日中サービス支援型GHは、（介護サービス支援型GHや外部サービス支援型と異なり）
　昼夜が分離されていない。だから、年1回外の目を入れていくための仕組みをつくった。
　 質疑応答）
1 地域住民が一緒に暮らしていきたい、協力していきたいという想いを持っていても事業者からの発信がないと繋がりが持てない。地域への説明はあったのか？
　　　⇒事業者より：親の会から白馬村にGHが欲しいという声があり設置に至った。働くところよりも日中も介護等のサポートが必要な方がいらしたので、日中サービス支援型GHを選択。障害者だから説明をしてというよりも、周囲がいかに理解するかが重要。
　　　　実情を見ていただくというのが第一歩。現状を大切にしてもらいたい。
　　　　双方で理解できる場を確保して欲しい。
2 年1回実施する評価。圏域内に設置された事業所は1年を経過している。本日要領が可決され、今年度内に実施するのか？
　⇒幹事会：これまで申請手続きも整備されていなかった為、今年度は当該関係市町村が　
調査を実施したので、評価をまとめる。次年度からの適用とし、なるべく早い段階で実
施することとする。

以下、２つについて、全会一致で承認・可決された。
・大北障害保健福祉圏域障害福祉サービス等資格助成金交付要綱
・大北障害保健福祉圏域日中サービス支援型共同生活援助事業所の評価等に関する事務取扱要領

5、 その他
・長野県自立支援協議会部会員報告
資料に基づき、人材育成部会、療育部会より報告。
■人材育成部会より：人材育成に係る部分は手弁当になっている。予算化をお願いしたい。
　　・各委員より
意気込み等の発言については、今後の連携に資する提言・要望を重点的に抽出して記載。
　　　　■大北圏域障害者就業・生活支援センター 体制変更あり
　　　　　　役割の明確化、紹介シートの作成等 ご理解いただきたい。
　　　　■就労選択支援についての検討の場
　　　　　　現在の高校3年生は従来のやり方で対応している。今後について検討する場が必要。
　　　　■日中一時支援の単価見直し（最賃に見合った額へ）
　　　　■こども支援部会設置
　　　　■障害福祉計画
医療的ケア児CO配置及び協議の場の設置
地域生活支援拠点整備の進捗管理
　　　　■主任相談支援専門員配置加算（Ⅰ）の要件について
基幹主任は該当することが明確。地域の相談支援事業所の主任は、地域課題の協議や研修講
師などの地域貢献活動を実施していても、自治体での要件が明確にならないと算定に至ら
ない。
■専門職確保について、地域で集める手立て
人材派遣等を利用すると費用は25％～30％かかる。（放デイより）
　　　　■リクルート　求職者が多く来て、採用に至らなかった人を他の事業者へ紹介する仕組みも良
いだろう。
　　　　■教育関係　インクルージョン教育の推進　教師の育成　各学校で取り組みが出来たら。
　　　　■当事者とのズレ　すごいものを求めているわけでない。求めているものよりも低レベル。
目の前に出されないとわからない。
　　　　

　　　　
